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共通語彙基盤（IMI）概要 

 IMI(Infrastructure for Multi-layer Interoperability)とは、用語の参

照辞書を整備することで、各種データの同一性の確認を容易に
し、その結果として、システム間の連携やオープンデータの活用
を容易にできるようにする仕組みです。 

 複数目的、複数組織間でデータを再利用するためには、このよ
うな仕組みが欠かせません。 
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情報構造のイメージ 

 施設等の情報は、コアのボキャブラリとドメインのボキャブラ
リの組み合わせで表すことができます。 
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IMIの現状 

 実証ではなく、業務への実適用を前提に、データ設計を中心
に取り組んでいます。現在は、実装を支援するためのデータ
ベース構築に着手しています。 
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項目名（Type/Sub-properties） 項目名（エントリー名） 英語名 データタイプ データタイプ（英語） cardinality 項目説明 項目説明（英語） サンプル値 Mapping to NIEM Mapping to ISA Joinup
人型 ic:人型 PersonType 人の情報を表現するためのデータ型。 nc:PersonType Person

氏名 ic:人_氏名 PersonName ic:氏名型 ic:PersonNameType 0..1 氏名 Name of a Person - nc:PersonName
性別 ic:人_性別 PersonSex <抽象要素> <abstract element, no type> 0..1 性別 Gender of a Person 1 nc:PersonSex gender

Substitutable Elements: Substitutable Elements:
性別コード ic:人_性別コード     + PersonSexCode codes:性別コード型 codes:GenderCodeType 性別コード Gender of a Person 1 nc:PersonSexCode
性別名 ic:人_性別名     + PersonSexText ic:テキスト型 ic:TextType 性別の名称。 Gender of a Person 男 nc:PersonSexText

生年月日 ic:人_生年月日 BirthDate ic:日付型 ic:DateType 0..1 生年月日 Date of Birth of a Person - nc:PersonBirthDate dateOfBirth
死亡年月日 ic:人_死亡年月日 DeathDate ic:日付型 ic:DateType 0..1 死亡年月日 Date of Death of a Person - nc:PersonDeathDate dateOfDeath
現住所 ic:人_現住所 PresentAddress ic:住所型 ic:AddressType 0..1 現住所 - nc:PersonResidenceAssociationTyperesidency
本籍 ic:人_本籍 LegalResidence ic:住所型 ic:AddressType 0..1 本籍 -

国籍 ic:人_国籍 Citizenship <抽象要素> <abstract element, no type> 0..n 国籍
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

- nc:PersonCitizenship citizenship

Substitutable Elements: Substitutable Elements:

国籍名 ic:人_国籍名     + CitizenshipText ic:テキスト型 ic:TextType 国籍の名称。
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

日本国 nc:PersonCitizenshipText

国籍コード ic:人_国籍コード     + CitizenshipCode codes:国籍コード型 codes:CitizenshipCodeType 住民基本台帳で利用されている国籍コード。
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

392 nc:PersonCitizenshipFIPS10-4Code

ISO3166Alpha2 ic:人_ISO3166Alpha2     + ISO3166Alpha2 iso_3166:ISO3166Alpha2CodeTypeiso_3166:ISO3166Alpha2CodeType 国名コード。ISO3166Alpha2。2文字コード。
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

nc:PersonCitizenshipISO3166Alpha2Code

ISO3166Alpha3 ic:人_ISO3166Alpha3     + ISO3166Alpha3 iso_3166:ISO3166Alpha3CodeTypeiso_3166:ISO3166Alpha3CodeType 国名コード。ISO3166Alpha3。3文字コード。
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

nc:PersonCitizenshipISO3166Alpha3Code

ISO3166Numeriｃ ic:人_ISO3166Numeriｃ     + ISO3166Numeric iso_3166:ISO3166NumeriｃCodeTypeiso_3166:ISO3166NumeriｃCodeType 国名コード。ISO3166Numeric。数字3桁コード。
A county that assigns rights, duties, and privileges to a person because of
the birth or naturalization of the person in that country.

nc:PersonCitizenshipISO3166NumericCode

出生国 ic:人_出生国 BirthCountry ic:場所型 ic:LocationType 0..1 生まれた国。 A location where a person was born. nc:PersonBirthLocation countryOfBirth
出生地 ic:人_出生地 BirthPlace ic:場所型 ic:LocationType 0..1 生まれた場所。 A location where a person was born. nc:PersonBirthLocation placeOfBirth

氏名型 ic:氏名型 PersonNameType 氏名を表現するためのデータ型。 nc:PersonNameType
姓名 ic:氏名_姓名 FullName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 氏名（姓、名）。 Full name of a Person 経済 　太郎 nc:PersonFullName fullName
カナ姓名 ic:氏名_カナ姓名 KanaFullName ic:カタカナテキスト型 ic:TextType 0..1 氏名（姓、名）のカナ表記。 Full name in Katakana. ケイザイタロウ
ローマ字姓名 ic:氏名_ローマ字姓名 RomanFullName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 氏名（姓、名）のローマ字表記。 Full name in Roman alphabet. Keizai Taro
姓 ic:氏名_姓 FamilyName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 姓。 Family name of a Person 経済 nc:PersonSurName familyName
カナ姓 ic:氏名_カナ姓 KanaFamilyName ic:カタカナテキスト型 ic:TextType 0..1 姓のカナ表記。 Family name in Katakana. ケイザイ
ローマ字姓 ic:氏名_ローマ字姓 RomanFamilyName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 姓のローマ表記。 Family name  in Roman alphabet.
名 ic:氏名_名 GivenName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 名。 Given name of a Person 太郎 nc:PersonGivenName given name
カナ名 ic:氏名_カナ名 KanaGivenName ic:カタカナテキスト型 ic:TextType 0..1 名のカナ表記。 Given name in Katakana. タロウ
ローマ字名 ic:氏名_ローマ字名 RomanGivenName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 名のローマ字表記。 Given name in Roman alphabet.
ミドルネーム ic:氏名_ミドルネーム MiddleName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 ミドルネーム。 Middle name of a person nc:PersonMiddleName alternativeName
カナミドルネーム ic:氏名_カナミドルネーム KanaMiddleName ic:カタカナテキスト型 ic:TextType 0..1 ミドルネームのカナ表記。 Middle name in Katakana.
ローマ字ミドルネーム ic:氏名_ローマ字ミドルネーム RomanMiddleName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 ミドルネームのローマ字表記。 Middle name in Roman alphabet.
旧姓 ic:氏名_旧姓 MaidenName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 旧姓。 Maiden name. nc:PersonMaidenName birthName
カナ旧姓 ic:氏名_カナ旧姓 KanaMaidenName ic:カタカナテキスト型 ic:TextType 0..1 旧姓のカナ表記。 Maiden name in Katakana.
ローマ字旧姓 ic:氏名_ローマ字旧姓 RomanMaidenName ic:テキスト型 ic:TextType 0..1 旧姓のローマ字表記。 Maiden name in Roman alphabet.

三鷹市立第四小学校
ic:建物_所在

ic:場所_地名
ic:場所_地理識別子
ic:場所_住所

ic:住所_住所
東京都三鷹市下連雀１
丁目２５−１

ic:住所_構造化住所
ic:構造化住所_国
ic:構造化住所_都道府県 東京都
ic:構造化住所_市区町村 三鷹市
ic:構造化住所_町名 下連雀
ic:構造化住所_街区符号 1
ic:構造化住所_住居番号 25
ic:構造化住所_地番 1
ic:構造化住所_方書

ic:方書_方書
ic:方書_ビル名
ic:方書_部屋番号

ic:構造化住所_郵便番号 181-0013
ic:構造化住所_住所ID
ic:構造化住所_住所コード

ic:場所_経緯度座標
ic:経緯度座標系_測地系コード
ic:経緯度座標系_緯度

ic:緯度_度
ic:緯度_分
ic:緯度_秒

ic:経緯度座標系_経度
ic:経度_度
ic:経度_分
ic:経度_秒

ic:場所_UTM座標
ic:UTM座標系_UTM座標
ic:UTM座標系_UTM測地系ID
ic:UTM座標系_東距
ic:UTM座標系_グリッドゾーンID
ic:UTM座標系_グリッドゾーン格子 ID
ic:UTM座標系_北距

ic:場所_MGRS座標
ic:MGRS座標系_MGRS座標
ic:MGRS座標系_MGRS座標格子ID

ic:建物_施設情報
ic:施設_ID

ic:証明_識別ID
ic:証明_証明種類
ic:証明_発行日
ic:証明_失効日
ic:証明_発行者

ic:施設_名称 三鷹市立第四小学校
ic:施設_種別 小学校
ic:施設_商用区分

ic:施設_概要
小・中一貫教育校「連
雀学園」に属する小学
校。
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情報交換パッケージ
仕様書 
（IEPD） 

情報交換パッケージ
解説資料 

命名規則 運用保守案 
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IEP整備フロー例 
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政府情報システム 
刷新等WG 

推進体制 
IT総合戦略本部 

新戦略推進 
専門調査会 

パーソナルデータ
に関する検討会 

各府省CIO 
連絡会議 

電子行政オープン
データ実務者会議 

電子行政 
分科会 

防災・減災 
分科会 ・・・ 

文字情報基盤
WG 

情報セキュリティ 
政策会議 

情報共有基盤推進委員会 
 

委員長 須藤修（東京大学情報学環長） 
有識者 武田英明（共通語彙基盤WG座長）、林史典（文字情報基盤WG座長） 
関係団体 JISA（ソフト業界）、JEITA（ハード業界） 
オブザーバ 内閣官房（IT総合戦略室、社会保障改革担当室）、総務省（行政管理局） 

協力依頼 報告 

共通語彙基盤WG 
 

＜実施内容＞  
• 情報連携用語彙DBの構築  
  
• APIカタログの整備 
 （データテンプレート集） 
  
• 情報連携用ツールの整備 
 （データの構造設計・入力・変換） 
 
 
 
 
 
 
 

座長 武田英明（NII 教授） 

委員 

越塚登（東京大学 教授） 
坂下哲也（JPDEC 電子情報利活用推進部 部長） 
菅又久直（CEFACT日本委員会） 
深見嘉明（慶應大学大学院 特任助教） 

関係団体 APPLIC 

関係省庁 
（課長級） 

内閣官房（IT総合戦略室、社会保障改革担当室）、 
内閣府防災、総務省（行政管理局、自治行政局、 
情報流通行政局）、国土交通省、国土地理院（P）、 
国会図書館 

• 各委員会、WGの設置主体は
経済産業省、事務局はIPA 
 

• 各WGの下には、具体的な検
討を行なうSWGを設置。 

塗りつぶし部分は関連する会議体 
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現在の評判 

 日本のIMIは、面白いアプローチで取り組んでいる。非常に期待
している。（NIEM関係者） 

 このような体系に基づいた標準を、国が進めてくれるのを待って
いた。（自治体関係者） 

 コンセプトがしっかりしている。このような語彙の基盤の取り組み
は効果が大きいので是非とも進めてほしい（医療関係者） 

 NPOやハッカーの取り組みを推進するものである（NPO関係者） 

 情報の構造化は、今後のシステム開発の基盤となるものであ
る。（ITベンダ技術者） 

 海外や国内の既存語彙、技術動向もよく調査しており、バランス
良い取り組みになっている。（学術関係者） 
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今後の展開方法 
 情報連携用語彙データベースの整備 

 2014年8月までに、一次プロトの整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自治体への導入推進 

 各種技術資料の提供 

 データベース関連で実証を実施 

 NPO等への展開 

 アイディアソン等の活動で紹介・議論 

 他の語彙との連携 
 既存語彙、情報連携基盤共通APIボキャブラリとは、相互参照で連携 
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参考：海外の動向 

 米国 

 NIEM３．０を11月にリリース 

 コアとドメインのボキャブラリの
修正 

 ドメインの追加 

 NDR等のリリースも予定 

 UMLモデリングツールの公開 

 

 

 欧州 

 SEMIC2013を6月に開催 

 各国や地方政府での導入検証
を各地で実施中。 

 

 

 

 韓国 

 語彙ドラフト版を作成 
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